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長崎県西彼杵半島西岸におけるホンダワラ属3種の季節的消長
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独立行政法人水産総合問先センター西海区水産研究所(〒851-2213長崎以長崎市多以良IlIJ1551-8) 

lくollsllkeYatsuya， Setuo Kiyomoto， Takll Yoshimura: Phenology of three 50/苫αSSIIIIIspecies at Misaki. western coast of Nishi-Sonogi 

Peninsula. Nagasaki， Japan. Jpn.1. Phycol. (Sorui) 59: 139-144. November 10司2011

Along the ¥V巴st巴rncoast of Kyusyll Island， sllbtropical species of the genlls 5Q1苫乱.fSIIIII(belonging ro the sllbgenlls 50rgosslIlII) hav巴been

distribllted; ho¥Vever， the phenology of thos巴speciesis poorly understood. In order to elucidate th巴seasonalityof gro¥Vth and maruration， w巴

collected rlVo subtropical (50rgasslIl1I carpopilylllllll and 5argas.I<tI1I a!lemmo-pillllallllll) ancl one t巴mperate(50/苫OSSUIIIpi!lI!i(emlll) speci巴5

of the genus 5argossIIIII in Misaki. on th巴lVestcoast 01' th巴Nishi-SonogiPeninslIla， Nagasaki Pr巴fecture，Japan. The thr巴especies showed 

the similar tendency in grolVth and mat山 ation.Th巴ygrew qllickly from March， achi巴vinga total length of 2 m (5. carpopilyllu川)and more 

than 1 m (5. a!lemolo-piIlIlOll1n1 and 5. pi!II/ilemlll) in JlIn巴andJlIly. The three species matured June and JlIly， and suddenly deteriorated 

from July throllgh August. Frol1l Septel1lber lIntil Febrllary， thalli 01' the three species lVere too small to id巴ntifythe species nal1le. Th巴

maximum biomass of 5. carpopil)仙川 ¥Vas0.16 kg DW  m"， IVhich lVas 10IVer than that 01' 5. a!lerllolo-pillllmlllll (0.67 kg DW  n，-') and 5 

pi!u!iJ白川11(1.08 kg DW  m") 

Key !lIdex Words: Pilello!ogy， Sargassum alternato-pinnatul1l， Sargassllm carpophyllul1l. Sargassul1l pilllliferul1l 
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れてきているが，それらのホンダワラ属の季節的消長や成熟

などは十分に担揮されてい るとはいえない。そこで本研究

では，九州四岸のTIE熱;;if性ホンダワラ属が広く分布してい

る地点で，亜熱帯性ホンダワラ属のマジリモ クSargassum

carpophyllum 1. Agardhとキレパモクおよび同所に多く生

育している温千1(1性ホンダワラ属のマメタワラを対象に，方形

枠内の採集調査を毎月実施し，各種の生長，成熟および流失

に関する季節変化を把程した。

材料と方法

調査は，九州凶岸の長崎県長崎市見崎111]地先で行われた

(Fig. 1)。調査地の海底地形と海藻類の被j立を 2009年 6月

12日に調査した。まず，iiivl間帯下部に設けた起点 (32047.8'

Fig. 1. A map sholVing the stucly site. Misaki. Nagasaki， 

lVestern coast of KyllShll 
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近年，九州四岸では藻l易構成種が変化し， かつて説場を構

成した温帯性ホンダワラ属 (SargassumIUi属以外の国属に
属する極)やアラメ ・クロメなどの大型褐藻が減少 し， 亜

熱帯性ホンダワラ属 (Sαrgassum盟屈の艇)の分布が拡

大している(桐山ら2006，吉村ら 2006)。本邦での亜熱

帯性ホンダワラ属の季節的消長や成熟については， ，1詰袋ら

(2007)が鹿児島県薩摩半島南岸のフタエモク Sargassum.

duplicatum Boryについて，土屋ら(ロ20削IIυ)が臨児島湾絞島

のコプク ロモクSuωtμl

クSaωrgιαIS幻sumαlμteωrnatωo-p戸lυ171引nαf似um灯1Yamadaについて報告し
ているが，多くの観察事例がある温帯性ホンダワラ属 (例え

ば，梅崎 1985)に比べて，十分に把握されているとはいえ

ない。

本州中部の日本海沿岸では，マ メタワラ Sm・gassum

piluliferum (Turner) C. Agardhやヤツマタモク Sargassum.

patens C. Agardhは，成熟した主校が流失するときには次

世代の主校が形成されており 最も短くなる|時期でも全長

20"" 30 cm以上の個体が生育している (谷口 ・ILi回 1978，

Yatsuya et al. 2005)。しかし，九州西岸の盟熱'惜性ホンダ

ワラ属が広く分布する海域では マメタワラやヤツマタモク

が立体的に繁茂する期間が春から初夏にかけての短い期間に

限られている(吉村ら2009)。このように，亜熱;市性ホンダ

ワラ属の分布が拡大した地点では，渦;~I~ 'lg:ホンダワラ属のみ

からなる藻場と比べて，マメタワラやヤツマタモクの季節的

消長が異なっていると考えられる。

以上のよう に九州|西岸では，亜熱帯性ホンダワラ属の分布

の拡大や温'惜性ホンダワラ属の生活史の迎いなどが認識さ
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N， 129046.4' E)から海岸線と垂直方向に長さ 200mの調

査ラインを設置した。次に，そのラインに沿って2m毎に海

底の水深と基質の種類を記録した。基質の種類は，砂 (sands:

米粒大までの大きさ)，小磯 (pebbles:米粒大からこぶし大)， 

大磯 (cobbles:こぶし大から人頭大)，巨醗 (boulders:人

頭大から等身大)，岩 (rocks:等身大以上)に分けた。その

後，調査ラインに沿って数回往復し，新井(1997)に従い，

底質と優占種を目視で観察し景観を区分した。また，各ゾー

ン内で海譲類の被度を Fig.2に示す方法で調べた。すなわち，
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Fig. 2. Schematic figure investigating th巴percentcoverage of 

seaweeds and other substrat，巴sin each zone as follows. 1) Study 

site was divided into each zone along a vertical transect. 2) A 

belt-transect (10 x 1 m2) was stretched parallel to the shoreline 

in each zone. 3) One hundred points were placed 10 cm ap訂t

vertically and 1 m apart horizontally in the belt-transect. 4) 

Seaweeds or other substrates were identified on the one hundred 

points. 

八谷ら

各ゾーンの代表的な場所に海岸線と平行方向に幅1mのベル

トトランセクトを 10m設置し，平行方向で 1m間隔，垂直

方向で 10cmに計100個の格子点を設けた。それぞれの格

子点上に生育する種の頻度から 10m2の被度を測定した。

見崎地先に生育するホンダワラ属としては，亜熱帯性のマ

ジリモクとキレパモクおよび温帯性のマメタワラが多く分布

していた。そこで，これらを調査対象とし，2007年3月22

日から 8月8日まで毎月 1"'2回，各種の群落を代表する l

"'3地点で50x50cmの方形枠内のホンダワラ属をすべて採
集した。なお， 9月以降2月までは，ホンダワラ属の藻体が

小さく種査定が困難なため刈り取り採集を行わなかった。各

種の採集地点、の水深は，マジリモクで9.5'"10.4 m (MLLW 

平均低低潮;以下同様)，キレパモクは3.2'"4.9 m，マメタ

ワラは2.9'"4.9 mであった。
採集した藻体を研究室に持ち帰り，個体ごとに全長(付着

部から最長主枝の先端までの長さ)と湿重量を測定し，生殖

器床の有無を調べた。また，マメタワラについては各個体の

茎と主枝の本数を調べた.。これらの試料は，その後700Cで

48時間以上乾燥し乾燥重量を個体毎に測定した。なお，本

研究では生殖器床を形成した個体を成熟個体とした。

また，自動記録式の水温計 (StowAwayTidbiT， Onset社)

を調査地の水深8m付近の海底に設置し， 2006年 11月か

ら2007年 11月まで30分間隔で測定した。

結果

調査地の海底基質は，岸から離岸距離167mまでは巨醸

や岩が多く，それ以深は砂地となった (Figs3-4)。海藻類

Table 1. Percent cover百geof seaweeds and other substrates in ωch zone in Misaki， westem coast of Nishi-
Sonogi Peninsula， Nagasaki Prefectu陀.

Dista川町efrom shoreline (m) 0-27 27-56料 56-142 142-167 167-

Sargassum alter，叩 to-pmnatUlηYamada 4 7 8 

Sargassum carpophyllum J. Aga吋h 8 

Sar抑制nhemiphyllum (百 mer)C.Aga凶h 2 

Sargassum patens C. Agardh 

Sargassum piluliferum (Tumer) C. Agar廿h 12 21 2 

Dicりopterisundulata Holmes 2 

Dicりopterislatiuscula (Okamura) Okamura 

Dictyota dichotoma (Hudson) Lamouroux 

Padina arborescens Holmes 

Zonaria diesingiana J. Agardh 

Undaria pinnatぴida但arvey)Suringar 
Dichotomariafalcata (Kje胎n飢)Kurihara et Masuda 

Gelidium elegans Kutzing 

Crustose corallinaceae 

Articulated corallinaceae 

Hormomyαmutabilis (Gould) / Mussels 

Ba陀 substrate
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市Percentcoverage of seaweeds in Zon巴0-27m and 167 m-was not investigated because of the absence of 
seaweeds except for crustose corallinacea巴

榊 Percentcoverage of s飽 weedsin Zone 27・56m was investigated only on rock. 
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Fig. 3. Depth (below MLLW: Mean Lower Low Water) and substrate pro自lesalong the transect line at the study site. Location 
ofthe Zone 1・Vis indicated above the panel. 

の優占種と海底基質の目視観察から，本調査地の景観は離岸

距離27m，56m， 142m， 167mの地点で区分され， 5つの

ゾーンが認められた (ZoneI-V， Table 1， Figs. 3-4)。離岸距

離0""27mではムラサキウニの密度が高く無節サンゴモ以

外の海藻類は見られなかったため被度調査は行わなかった。

離岸距離27""56 mでは，岩より小さい基質(小磯，大磯，

巨醸)にムラサキウニが多く，無節サンゴモ以外の海藻類が

生育していなかったため，岩の上面のみで海藻の被度を測定

した。それによれば，岩の上面では無節サンゴモが優占して

おり，ホンダワラ属ではマメタワラ(被度 12%)，キレパモ

ク (4%)，イソモク (2%)が分布していた。離岸距離56"" 

142mと142""167 mでは，すべての基質の種類を対象に

して海藻類の被度を調べた。離岸距離56""142 mではマメ

タワラが被度21%で最も多く，次いで無節サンゴモ(13%)，

キレパモク (7%)とマクサ (7%)が続いた。離岸距離 142

"" 167 mでは，シマオオギ(11%)が最も多く，マジリモ

クとキレパモクがともに被度8%で続いた。また，このゾー

ンでは砂が厚さ数 cmほど堆積している地点が多かった。離

岸距離 167m以深では砂地が広がり，海藻類は生育してい

なかった。このように，今回調査を行ったマメタワラやキレ

パモクは，ホンダワラ属が出現したすべてのゾーンに分布し

ていたが，マジリモクは砂が薄く堆積する水深 10m付近に

分布が限られていた。

採集調査を行ったマジリモク，キレパモク，マメタワラの

全長，個体重量(乾燥重量)，現存量 (1m2あたりの乾燥重

量)，成熟個体の割合を Fig.5に示す。マジリモクの全長は，

2007年3月下旬には4.6"" 11.9 cmの範囲であったが， 4 

月下旬には最大で 116.5cmに達した。また，この聞に個体

重量および現存量も増加した。現存量は3月下旬には0.01

kg m-2 (湿重量は0.03kg m-2)であったが， 4月下旬には年

間最大の0.16kg m-2 (湿重量は1.92kg m勺となった。 6
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Fig. 4. Percentage of subs回tetypes in伺chzone a10ng the tran記ct.

""7月には約60%の個体が成熟し，最大個体の全長は約2m，

重量は4.5g (湿重量は41.1g)であった。その後， 7月か

ら8月にかけて多くの個体が枯死あるいは流失し， 8月上旬

では最大個体でも全長34.3cm，重量0.3g (湿重量は1.5g) 

になった。マジリモクを採集した枠内には主にキレパモクが

混じっており，マジリモク以外のホンダワラ属の現存量は最

大で0.04kg m-2 (湿重量は0.28kg m-2)であった。

キレパモクの全長は， 2007年3月下旬には 3.2""'"28.7 

cmの範囲であったが， 5月中旬には最大で89.0cmに達し

た。平均個体重量は3月下旬から 6月中旬の聞に0.4g (湿

重量は3.2g)から 10.0g (湿重量は 101.7g)まで増加し，

現存量も 3月下旬の0.09kg m・2(湿重量は0.79kg m勺か

ら7月上旬の0.67kg m-2 (湿重量は4.56kg m勺まで増加

した。成熟個体は6月初旬から出現しはじめ，それ以降8月

上旬まで60""'"80%の個体に生殖器床が見られた。さらに，

7月から 8月にかけては多くの個体が枯死あるいは流失した
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Fig. 5. Seasonal change沼inthe totallength， dry weight of a thallus， biomass， and percentage of ma伽児thalliof Sargassum carpopyllum， 
Sargassum alternato-pinnatum， and Sargassum piluliferum from MarchωAugust 2007泊 Misaki.In血epanels for the total length and 
dry weight of a thallus， sym加Isand vertical bars indicate白emean and range， respectively. In the panels for the biomass， solid diamonds 
indicate the biomass of each species shown above the panel， and open squares indicate the biomass of the total Sargassum spices. Note the 
different scales on the vertical axis. 
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ら8月にかけて多くの個体で枯死あるいは流失が進み， 8月

上旬の平均全長は 11.1cmとなり，個体重量は最大でも1.9

g (湿重量は 8.9g)であった。また，マメタワラを採集した

枠内におけるマメタワラ以外のホンダワラ属の現存量は最大

でも 0.08kgm・2(湿重量は0.70kgm-2)であった。

マメタワラの主枝数と茎数の変化を Fig.6に示す。主枝数

と茎数の変動は小さく， 1個体あたりの主枝数の平均値は7.1

""' 17.0本であり，茎数の平均値は1.8""'4.0本であった。また，

主枝数および茎数の最大値は53本および 11本であった。

2006年 11月から 07年 11月の水温を Fig.7に示す。調

査期間中の最高水温と最低水温はそれぞれ30.40C，14.20C 

であり，平均水温は 21.20Cであった。 8月下旬から 9月上

旬にかけて 290C以上の水温が観測された。ある時刻に測定

された水温がその後30分間継続するとみなして経過時間を

積算すると， 290Cより高く 300C以下の水温は 271.5時間，

300Cより高い水温は 15時間に達した。

ために，残った藻体の平均全長は46.6cmから 22.8cmに

減少した。また，その現存量も 7月上旬の0.67kg m-2から

8月上旬の0.12kg m-2(湿重量は0.62kg m-2)へと減少した。

キレパモクを採集した枠内には主にマメタワラが混じってお

り，キレパモク以外の亦ンダワラ属の現存量は最大で0.24

kg m-2 (湿重量は1.79kg m-2)であった。

マメタワラの全長は， 2007年3月下旬には 2.0""' 22.5 

cmの範囲であったが， 4月下旬には最大で82.1cmに達し，

5""'7月には 117.0""' 124.5 cmとなった。個体重量は， 3 

月下旬には最大で2.0g (湿重量は 13.9g)であったが6月

中旬の最大個体は54.3g (湿重量は405.7g)に達した。個

体重量の増加とともに現存量も増加し， 3月下旬の0.18kg 

m-2(湿重量は1.07kg m-2)から，6月中旬には年間最大の1.08

kg m-2 (湿重量は 8.68kg m-2) に達した。生殖器床は5月

中旬まではわずかな個体を除いて確認されなかったが， 6月
上旬から 8月上旬までは約半数が成熟個体であった。 7月か
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採集することはできなかった。このように，亜熱帯性ホンダ

ワラ属の広く分布する見崎地先では，ホンダワラ属が立体的

に繁茂する期間が春から初夏に限られており，その聞に急速

に伸長して成熟し，成熟後には急に藻体が見られなくなると

いう季節変化を示した。

見崎地先のマジリモクの最大現存量は 0.16kg m-2であ

り，これまでに報告されている温帯性ホンダワラ属の最大現

存量 (0.7'"'"5.3 kg m-2，谷口・山田 1978，Murase & Kito 

1998， Yatsuya et al. 2005，八谷ら 2007)や亜熱帯性のフ

タエモクの 1.62kg m-2 (島袋ら 2007)よりもかなり低かっ

た。見崎地先のキレパモクの最大現存量は 0.67kg m-2とな

り，これまでに報告された値の下限に近く，見崎地先のマメ

タワラの最大現存量 (1.08kg m勺は若狭湾のマメタワラで

報告された値 (0.98kg m-2， Yatsuya et al. 2005)に近かった。

以上のことから，見崎地先のマジリモクの最大現存量は，こ

れまで我が国で報告のあった温帯性および亜熱帯性ホンダワ

ラ属の中では最も低く，キレパモク，マメタワラの最大現存

量は，既報の値の範囲内とみなせることが分かった。

本州日本海岸などで観察された多年生ホンダワラ属群落で

は，周年にわたり全長20'"'"50 cm以上の個体が採集されて

いる(谷口・山田 1978，Murase & Kito 1998， Yatsuya et 

al. 2005)。一方，鹿児島県薩摩半島南岸のフタエモクは 1

月から 7月にかけて生育する単年生であると報告され(島袋

ら2007)，鹿児島湾桜島のコブクロモクとキレパモクは 1月

あるいは4月に新規個体が確認され9月までに消失したと

報告されている(士匡ら 2011)。見崎地先のマジリモク，キ

レパモク，マメタワラでも，主枝の伸びる期間が鹿児島県の

亜熱帯性ホンダワラ属と同様に短い期間に限られていること

から，一見，単年生のようにみえる。しかし，見崎地先の少

なくともキレパモクとマメタワラでは，成熟後に主枝が枯死

ホンダワラ属3種の季節的消長

考察

本研究では，近年，九州西岸などで分布を拡大している亜

熱帯性ホンダワラ属のマジリモクとキレパモクに加え，これ

らと同所に生育する温帯性ホンダワラ属のマメタワラの分布

および生長や成熟の季節的変化を調べた。本調査地では，マ

メタワラとキレパモクはムラサキウニの多い浅所を除き広く

分布していたのに対し，マジリモクは砂が薄く堆積する水

深 10m付近に分布が限られていた。亜熱帯性ホンダワラ属

の各種の分布に関わる要因については，現時点では詳しく分

かつておらず今後の課題である。見崎地先のホンダワラ属で

はマメタワラの被度が最も高かったが，最大でも 21%であ

り単一種が大きな群落を形成しているわけではなかった。マ

ジリモクやキレパモクでは方形枠の採集範囲 (50x50cm) 

にも対象種以外のホンダワラ属が混じっており，このことは

各種がモザイク状に生育していることを示唆している。

調査対象とした3種のホンダワラ属は，生長や成熟に関し

て同様の季節変化を示した。すなわち， 3月下旬には最も大

きかったマジリモクでも全長28.7cmであったが， 3月以降

に3種とも急速に全長や重量を増加させ， 6月から 7月には

マジリモクは全長約2mに達し，キレパモクとマメタワラは

全長 1m以上になった。また， 3種とも 6月以降には 5'""'8

割の個体が生殖器床を形成していた。その後， 7月から 8月

にかけて枯死流失し， 8月上旬には全長や重量が急速に低下

した。 9月以降2月までは付着器のみの個体から全長数cm

の小型個体までしか生育しておらず，種査定の可能な藻体を
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流失あるいは被食されても付着器は残っており，翌年にはそ

の付着器から主枝が形成され成熟したことが観察されている

(八谷ら未発表)。このことは，見崎地先のキレパモクとマメ

タワラの生活形が根部越年生(片田 1963)の多年生である

ことを示している。

鹿児島湾桜島では温帯性のマメタワラとヤツマタモクが5

月から成熟しはじめ，亜熱稽性のコプクロモクとキレパモク

は6月に成熟を開始し，温帯性種と亜熱帯性種の成熟開始時

期が異なっていた(土屋ら 2011)。一方，見崎地先では温帯
性のマメタワラと亜熱帯性のマジリモクおよびキレパモクは

成熟開始時期が異ならず， 3種とも 6月から成熟しはじめた。

このような同じ場所に生育する種聞での成熟開始時期の違い

の有無は，主枝脱落後の生育状況と関連している可能性があ

る。鹿児島湾桜島では，マメタワラとヤツマタモクは夏季に

付着器と翌年生長する新主枝が生残するのに対し，コプクロ

モクとキレパモクは一部の付着器を除いて消失するという違

いがあった(土屋ら 2011)。一方，見崎地先のマジリモク，

キレパモク，マメタワラでは，どの種も夏季以降に主枝を残

した藻体は見られず(八谷ら未発表)，生育状況の顕著な違

いは認められていない。これらの結果から，鹿児島湾桜島の

マメタワラとヤツマタモクは主枝脱落後に翌年生長する新主

枝が生残したため，付着器しか残らなかった亜熱帯性のコプ

クロモクとキレパモクよりも成熟開始時期が早く，見崎地先

の3種はいずれも夏季以降に主枝が残らなかったため，亜熱

帯性種・温帯性種という違いがあるにもかかわらず成熟開始

時期が異ならなかったのではないかと考えられる。

本州中部若狭湾のマメタワラ群落には，周年にわたり全長

20 cm以上の個体が生育し，茎部越年生(片田 1963)であ

ることが観察されており (Yatsuyaet al. 2005)，見崎地先の
根部越年生とは異なっている。また，見崎地先のマメタワラ

の茎数は最大でも 11本なのに対し，若狭湾では最大で25本

であった(八谷ら未発表)。著者らは現在のところ，このよ

うなマメタワラの生活形や茎数の違いは，魚類の摂食による

影響が大きいと考えている。見崎地先では，魚類の摂食を防

ぐカゴでマメタワラを覆うと，秋以降も全長lOcm程度の

主枝を形成し，翌年の成熟期にはカゴで覆わなかった個体に

比べて茎の長さや本数が増加したことが観察されている(八

谷ら未発表)。このように，見崎地先のホンダワラ属の季節

的消長には，魚類の摂食活動が関与していることに注目する

必要がある。そしてその背景には，海藻の生産力や魚類の摂

食活動に影響する水温の変化が伴っている可能性もある(山

口ら 2006)02007年の夏には300C以上の水温が観測され
たが，現時点ではこのような高水温がホンダワラ属の季節的

消長を変化させるのか，それともある一定水温以上の累積時

聞のほうが大きく影響するのかなどについて，詳しいことは

分かつていない。そのため，今後も藻場の海藻とともに水温

を継続してモニタリングする必要がある。

見崎地先のホンダワラ属の季節的消長の特徴としては，立

体的に繁茂する期聞が4月から7月と春から初夏に限定され

ていることが挙げられる。このように寵場の繁茂する期間が

短いことは，藻場の中で生活する稚イセエビやアワビなどの

磯根生物の成育場としての機能を低下させている可能性があ

る。しかし，周年にわたり大型海藻が生えない磯焼け域より

は，繁茂する期間の短い藻場でも，春に漁期を迎えるムラサ

キウニの身入り増加を期待できる。従って，今後は本研究で

示したような繁茂期間の限られる藻場における磯根生物の生

態や資源量などについても明らかにする必要がある。また，

ホンダワラ属群落の季節的消長を変化させた要因やそのメカ

ニズムについても，より詳しく解明する必要がある。
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